

























日までのアメリカ滞在で、以下のような経路をとった (vgl. MWG II/4, 624)。1）
ニューヨーク → ナイアガラフォールズ、ノーストナワンダ → シカゴ → セントルイス → オクラ
ホマ州ガスリー、マスコーギ、フォートギブソン → テネシー州メンフィス → ルイジアナ州
ニューオリンズ → アラバマ州タスキーギ → テネシー州ノックスヴィル → ノースカロライナ州
アッシュヴィル → 同州マウントエアリー → ヴァージニア州リッチモンド → ワシントンD.C. → 











ニューヨーク → シカゴ → ミシガン州デトロイト（アナーバー）→ ニューヨーク → ワシントン
D.C. → フィラデルフィア → ミズーリ州カンザスシティ → オクラホマ州タルサ → ユタ州ソルト
レークシティ → ロサンゼルス → サンフランシスコ、バークレー → ロサンゼルス → イリノイ州














2） 詳細な旅程は、vgl. Heine / Schommer ［2004］, S. 317-325. 地図は、vgl. Vaget ［2012］, S. 243.
























(Hochbahn)」を使うこともあったようだ (vgl. Tb, 35/7/3)。
しかし都市間の長距離移動となるとヴェーバーはもちろん、マンの時でも鉄道に如くはない。
ニューヨークからナイアガラ、シカゴ方面に向かう列車では、ヴェーバーもマンも途中ハドソン川
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のは［…］マックスです」(MWG II/4, 266f.)と手紙に記したところ、
当人はその箇所に「当たっていない」と注意書きを付した上で、「私は特に感動しているわけでは























































































マンは次に見るロサンゼルス滞在時にシンクレアと個人的に知り合っている。Vgl. Tb, 38/4/18. 
10） ストライキの詳しい経緯は、vgl. Scaff ［2013］, S. 52. 
11） ヴェーバーも利用した当時の代表的なガイドブック『ベデカー』には、シカゴの人口180万のうち、ド
イツから60万、アイルランドから20万、イギリスないしスコットランドから19万、スカンディナヴィアから






























12） Vgl. Scaff ［2013］, S. 55. 
13） Vgl. Bahr ［2009］, S. 161-163. 亡命後だいぶ経ってからもマンはロサンゼルス市内の車での移動を煩わ








人救援のために主催した寄付金集めのパーティーでは大勢のスターの前でスピーチしたり (vgl. Tb, 
38/4/1)14）、話題のアニメーション映画『白雪姫と七人の小人』(1937)を観て (vgl. Tb, 38/3/28)興味を
抱いたウォルト･ディズニー (1901-1966)のスタジオに出かけては次回作『ファンタジア』(1940)の
制作を見学したりした (vgl. Tb, 38/4/9)。15）
　マンは自他ともに認める映画好きで、ミュンヘン在住の頃から映画館によく通っていた。上の
ルービッチュのドイツ時代のサイレント映画『ズムルーン』(1920)を観ては (vgl. Tb, 20/9/24)、そ
れを『魔の山』の「ビオスコープ」の場面に取り込んでいるし (vgl. GW III, 440f.; GKFA 5.1, 479f.)、
また「ここ数年このモダンな生活現象［映画］に対する私の関心は真に切実なものにまで育ってき
















厳密さを知っており［…］物語作家はそこから大いにしばしば学ぶことができる。(GW X, 900; 
14） このパーティーの参加者など詳細は、vgl. Vaget ［2012］, S. 351-353. 
15） この他に、MGM（4月12日、14日）、フォックス（4月22日）、ユニヴァーサル（4月23日）の各スタジ
オを訪ねた。






























































18） この就職は亡命前、4度目のアメリカ滞在中に内定した。Vgl. Tb, 38/5/24, 38/5/27. その経緯、特にアメ
リカにおけるマンのパトロンであるアグネス・マイアー(1887-1970)による斡旋、またハーヴァード大学との
競合の詳細は、vgl. Mann / Meyer ［1992］, S. 37-54. 
19） 他にもフィラデルフィア近郊のハヴァフォード・カレッジにおける同様の授業風景については、マリア
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1時間の講義
を追加して
0 0 0 0
聴講してもよい。必要以上の「チャペルレコード」(!!)があれば、次年度に貯金に回
0 0 0 0 0 0 0 0
され
0 0


















































































(vgl. Tb, 39/5/10)。ドイツ語・ドイツ文学の分野に限らない学際的・開放的なセミナー――ただし 










の日記にあるが、ここで「奇妙な」と訳した “kurios” には英語の “curious” の「好奇心が強い」とい








































したドイツの大学の「重い共犯罪」(GW XII, 785; E IV, 184)を告発している。そしてボン大学に代
わって、今やハーヴァード大学が自分にPh. D.を与えるに至ったこと（この前年にアインシュタイ
ンとともに授与式に出席32））を誇りと皮肉交じりに書き添えている。「自由な精神の世界」(GW XII, 
786; E IV, 185)の気風に満ちたアメリカの大学が国家に先んじてマンを迎え入れたのに対し、ドイ
ツの大学は国家権力に追随して彼の本を焼き、彼を放逐したのであった。
余談ながら、ヴェーバーが学び、教えたハイデルベルク大学にはアメリカ人有志の寄付によって








―生ける精神の住み家はないと公言した」(GW XIII, 344)と、ニューヨークの “New School for Soci-

























ム･ジェイムズの国に故郷を見出したかのようだった」というスカッフのコメントも参照。Vgl. Scaff ［2013］, 
S. 293.














カナダのトロントに立ち寄り、妻とともに当地のアメリカ領事館に出向いて、いわゆる “first papers” 















37） 以上の移民制限や移民法制に関しては、前川 ［2014］、16-20頁、有賀／能登路 ［2005］、55-72頁参照。









































アメリカの「教会」と「セクト」』(1906)にさっそく引いていることからも (vgl. MWG I/9, 436)、実
のあるやりとりを交わしたようである。リヒテンシュタインは教会が多く、信心深いブルックリン
界隈にあって、そこに長らく暮らすヤンキーたちとの交際に困難を覚えていたが、それはヴェー
バーが「生粋のヤンキー気質 (das genuine Yankeetum)」(ebd.)と呼ぶ、禁欲的プロテスタントの各種
セクトに淵源を持つ独特な宗教性に疎外されていたからである。他方、ヴェーバーは特に触れてい

















40） Vgl. Roth ［2005］, p. 97-98.  
41） Vgl. Vaget ［2012］, S. 292. 先述の、アメリカにおけるトーマス・マン研究のパイオニアであるヘルマン・
ヴァイガントもドイツ系のために苦汁を嘗め、「私の経験ではドイツの祖先をもつ第2世代のアメリカ人は全




























とはできません。(GW XI, 978; E V, 154)
年来の排外主義的な移民政策と孤立主義的な中立政策を背景に、亡命者を厄介者として疎んずるア
メリカの世論に対して、マンはここで本来「移民の国」であるアメリカの超国民的な統合力に期待

























43） 先に触れたニューヨークのニュースクールにも就職を試みたが、うまくいかなかった。Vgl. E V, 356. 
44） Vgl. Kurzke ［1999］, S. 478f. 
45） Vgl. Wißkirchen ［1999］, S. 96-98, 108. 
46） ロサンゼルスのパシフィック・パリセーズのマン家に雇われていた日系の庭師ワタルと家政婦コトの夫
婦も戦時中に財産没収と強制収容の憂き目に遭ったということである。Vgl. GKFA 19.1, 351.
47） Vgl. Mann / Meyer ［1992］, S. 349. 
48） ボルゲーゼとマンの関係については、vgl. Vaget ［2012］, S. 271-274. 
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ジェイコブ･グールド・シュールマンに関するハイデルベルク大学の報道記事 (Wie Jacob Gould Schurman der Ruper-
to Carola ein neues Hörsaalgebäude spendierte)  https://www.uni-heidelberg.de/presse/news09/pm290209-3gesch.html
